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将来のためにタバコをやめましょう

洲本市休日等応急診療所
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●　老化が10年早まります
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タバコの一酸化炭素やニコチンが皮膚の血流障害を起こしてしみ・しわを増やします。また、ビタミンＣを破壊し、老化が10年以上進みます。右の写真は22歳の双子が40歳まで喫煙した場合（左）と喫煙しなかった場合（右）にどんな顔貌になるかを特殊メイクで示したものです。白髪頭やはげ頭になる人も喫煙者に多くなります。
●　不妊の原因です

喫煙は男女ともに不妊の原因となり、体外受精の成功率も低くなります。また喫煙する妊婦から生まれた女児が不妊になりやすいという報告もあります。本人が喫煙しなくても、受動喫煙にさらされている女性の卵子の染色体異常は2.5倍に増え、不妊の原因となります。
●　乳幼児突然死をおこします
乳幼児突然死症候群の6割以上が、妊婦自身の喫煙や、妊婦や赤ちゃんの周囲の喫煙と関係があります。妊婦自身や赤ちゃんをタバコの煙に晒さないことが乳幼児突然死の最大の予防になります。

（出典：Peter S Blair：Smoking and the sudden infant death syndrome: results from 1993-5 case-control study for confidential inquiry into stillbirths and deaths in infancy. Brit Med J 1996;313:195-198 (27 July)）

●　先天異常をおこします
先天性心疾患や口蓋裂、無脳症などの先天異常は妊婦の喫煙と関係があります。

●　知能低下の原因となります
タバコに含まれる一酸化炭素やニコチン、発癌物質などの有毒物質が胎盤を通して赤ちゃんに蓄積して、突然死や知能低下、先天異常を起こします。例えば、鉛は幼弱な赤ちゃんの脳に蓄積して知能低下を起こすことが知られています。妊婦や赤ちゃんの周りでの喫煙も同じように危険です。
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妊婦の喫煙本数と11歳児の知能指数との関係


(出典：N.R.Butler & H.Goldstein: Brit Med J,1973)
喫煙しない妊婦と比べると知能指数は6以上低くなります
（知能指数が低くなるほか、言語機能の低下、他動児・行動障害が増加することがわかっています）

（出典：喫煙と健康-喫煙と健康問題に関する報告書　第2版,厚生省編,保健同人社,p130-132）

●　屋外で吸っても家族に害が及びます

屋外だけで喫煙しても、吐く息に含まれるタバコ由来の有害物質によって、周りの人が健康被害を受けることが指摘されています。換気扇や空気清浄機もタバコの害をなくす効果はありません。

もしも、あなたやあなたのまわりのご家族の禁煙が難しいなら、ぜひ、ご相談下さい。必ず禁煙できます。

参考：洲本市禁煙専門外来ホームページ　http://www1.sumoto.gr.jp/shinryou/kituen/
（出典：イギリスＢＢＣ）
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